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　地球規模で変化が進み、グローバリゼーションがハイパー化
する中、経済、技術、文化に対して広範で優れた知見を有する
日本への世界の期待と関心は相変わらず高いものがある。
　このハイパー・グローバリゼーションについて井之上は、
「①経済・貿易（ビジネス）と②SNS によるヒューマン・コミュ
ニケーション、③IoT、ビッグデータ、AI とりわけ真偽を包
摂する生成 AI の著しい変化によって引き起こされるシン
ギュラリティに繋がる破壊的技術革新の 3 つの要素から構成
されるこれまでにないグローバル化の流れ」と定義してい
る。
　また、ハイパー・グローバリゼーションは、分野を越えた多
様なビジネス活動と真に国際的な企業の登場によるもの
で、20世紀型とはまったく異なる新しい環境を創出している。
　個人や組織体は、ハイパー化の進展とともに好むと好ま
ざるとにかかわらずフェイクニュースを含む様々な情報の渦
に巻かれている。とりわけコロナ禍にあって、混沌とし
た社会で目的達成するには、外部環境の変化を読み取り、
ステークホルダーとの良好な関係構築を行うリレーショ
ンシップ・マネジメントを主体とするパブリック・リレーショ
ンズ（PR）が不可欠となる。
　この講義では、21 世紀最強のソフトウェアともいうべき
パブリック・リレーションズの概念や頻発する企業不祥事に
備える危機管理の在り方、倫理観と双方向性コミュニケー
ションに支えられた自己修正モデルなどにつき詳しく、かつ
分かりやすく伝えていく。

概要

教員紹介

担当科目
パブリック・リレーションズ論
Message
パブリック・リレーションズ（PR）は、ハイパー・グローバリゼーショ
ンが進展する社会にあって企業や組織体が目的や目標の達成に不
可欠となるステークホルダーとのリレーションシップ・マネジメン
トのための最適な手法です。また、PRプロフェッショナルに限らず、
将来、企業・組織の経営を担うエグゼクティブにとって必須となる
スキルです。

専門分野
パブリック・リレーションズ
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